
三陸沖日本海溝陸側斜面の地形と地質
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日本海溝では，これまでIPODによる深海掘削，KAlKO計画や海洋科学技術センターによる潜航

調査などが行われており，最も調査が行われているプレートの収束境界の1つである。

しかしながら，これら調査は，この地域で最も顕著な活構造である三陸海底崖付近に集中しており，

これ以外の場所はあまり研究はなされていなかった。水路部によって行われた，三陸沖日本海溝中上部

陸側斜面のマルチビーム測深による調査は，地滑りや断層などの地形・地質的に興味ある情報を提供し

てくれた。1994年12月に発生した三陸はるか沖地震（M7.5）は，三陸沖日本海溝中上部陸側

斜面の中で，顕著な活構造である深海平坦面の近傍に震源がある。

このため，地滑りや亀裂などの海底の変動が発生していることが予想された。三陸沖日本海溝中上部陸

側海溝斜面の中で最も顕著な地形である深海平坦面の地形・地質と，三陸はるか沖地震による海底の変

動を調査する目的で，「しんかい6500」による潜航調査が行われた。調査の結果，深海平坦面の縁

の崖は，下部斜面では40°以上と著しく傾斜しているが，崖の上部ではやや緩くなること，崖の麓に

はシロウリガイの貝殻が散在していることなどが明らかとなった。

このことは，深海平坦面が逆断層によって形成されたことを示唆している。

なお，三陸はるか沖地震に伴う地滑りや亀裂等の最深の変動は，調査した範囲では認められなかった。
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Japan Trench is one of the best studied subduction zones. Deep sea drillings by IPOD,submersible surveys by KAIKO project and JAMSTEC, were carried out in the landward slope of the Japan Trench,off Sanriku. Most of all the submersible surveys were
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concentrated  to  the  Sannku  escarpment  and  adjacent  area Besides  another  aiea  not

well  studied

MuKi-beam  echo  sounding  conducted  by  Hydrographic  Department  on  the  middle  to

upper  landward  slope of the Japan  Trench,  off Sanriku.  This  map  derived us interesting

topographic  and  geologic  information  such  as flat benches,  landslides, active faults etc.

The  Far-off  Sanriku  earthquake  occurred  in December  1991  The  epicenter  of th≫

earthquake  is locatcd just n≪ar by the Mid  Slope  Terrace  thai is most  prominent  bench  on

the  landward  slope. Thus,  latest topographic  changes  such  as  landslides  or fissures

would  be observed.

From  the results of the diving survey,  the outer edge  of the Mid  Slope  Terrace  is steep

outcrops  of mudstone  and  sandstone  Inclination  of  the  lower  cliff is more  than  40

degree,  besides upper  cliff is gentle. Dead  sells of Calyptogea  were  scattered on the slope

foot  of the cliff. These  suggest  that the Mid  Slope  Terrace  was  associated  with  reverse

faults.

The  latest landform  cltanges  by the  earthquake  such  as landslides  or ground  fissures

were  not  observed.

Key  words  : Japan Trench, Landward  slope. Far-Off Sonnku  earthquake. off Saririku

1.fj じ め に

活断麪等の最近の地貿時代の変動を調在するには，地

形図 や航空写真から変動地形を検山し，次に実際に現地

踏査を行うのが一般的である。 海底ではかつては地形図

の初度は乏しく，現地踏査を行う手段もなかった。 しか

し。 マルチビーム測深の実用化により，海底地形図 の分

駟能は飛躍的に向上し。 陸の地形匯【に近い分解能で地形

の議論ができるようにな ってきた。また，猊垉踏査の手

段 たる泗 水調 査船 も，｢Nautile｣ や｢ しんかい6500｣

のａ 塲 によ り， 海満Jiij緑 の力学 境 界(･| 哺l・口 崎，

1981) 付近まで調査の範|川を広げることが･I･l能とな，て

きた。

日本海溝は 全長が約800km しかな い短 い洶濤で あ

る。 しかし， その名称に｢| 二｣本亅 という語が含まれ。|!!

Ｗでも有名な海渦とj･え るであろう。 叭に名称の冖|匐だ

けでなく，年間約10cm という|||.I界でも最も人きな収束

通度を持つ プレート境界の１つで， 地球科学の研究の面

において も有名な海榊である。lrl本海満から沈み込んだ

海洋プレーHj ，深発地震111として東｣ﾋlj本弧のドを越

えて背弧海盆である|| 本海のドまで64)Oknl 以1; も追跡

され。 また，ｉ｣ﾋ|14 偏に顕著な火|||列を造 っており，

||本洶洶から朿北||本.lj 本海に至る地域は島弧 一両同

系の典弔 として研究が遒められている。

゛｡|哩沖の|| 本洵渦碓側斜1111では，jPOD leg 57. 58 航

洵による掘削調査とこれに先,･X.-)1`畆胄杳が行われ，|'1

２1

亜 紀 以 降 の地 史 が明 ら かに さ れて い る(Mffl ・ 酒 井｡

1979 ；奈 須 ほ か, 1979 ； von Huene et ａｌ.，1980 ； 藤 岡ほ

か，1983 ）。 その 後 行 われ たlj 仏 ＫＡＩＫＯＺＩ･liに お いて

も， Ｕ 本海 溝 は ターゲ ットの １つと し て取り 上げ られ，

マ ル チ ビ ー ム 洲深 に よ る 海 雌 地 形調 在 や 潜 水調 査 船

「Nau  tile」 に よる榊 航調 査かな され た （Ｃａｄｅt ｅt aL.

198? ）。 その後 も東 人海 洋 研究|沂， 水 路 部。海 洋科 学技

術 センタ ーに よ り 緋細な 海底 地 形調査 が行 われ， ま た｡

「 し ん か い6500 」 に よ る榊 水 調査 もな さ れ てき た （藤

|嵋・村|||，1992 ； 藏|圃ほか，1993 ）。 日本 海溝は|剩海 ト

ラフとと もにlt!刄 で も最 も研究 が迎 められ てい るプ レー

ト収ｉ 境 界のｌつとj･ え よ う。

し かしな がら， マル チビ ーム測 深による調 在が 行わ れ

て きたのは洵 涓の巾軸 部付近に 限 られ，潜航調 査に つい

て も， 企長 韶Okm のll 本 海 溝 の うち， 三 陸宮占 沖 の海

域 と， 第一鹿 島海|||の 周 辺に跟 ら れている。ヽ|湎i 的 な調

査 の 傴在に も増して， 岷直方向 に関 して も調 査の 僵在が

升しい。･ う陳沖 の11 本 海 糾では, 1994  M-ま でに141!11 の

潜 航調 査が行 われ て きたか，い ず れ も水深6,500 ～5.200

111の 範 圃 に 限 られ てい る。 こ れは 榊水調 介船 の能 力 の

|り Ｗ内 で最 も顕 著な嶇 頭 であ る,E 陸 海底 躙 （藾圖 ・ 村

山, 1992)  tこ調 査が襲中 し てい る ことによる。 これに 対

し， 二陸 海底 嵋以外 の11 本 洵 満健側斜liiで は.IPOD に

お け る仙IS111Jlll後 は, VOll Hucne and Culotla （1989 ）に

より 冖波探 査,11!録 のlli解 析 が行 われ たほかには。特 段 の
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研究の迅展はなか･, た。

海上ほ安庁水路部は，1993 年にマ ルチビ ーム測深機

により三陸沖lj 本海溝陸Ilj斜面の海底地形調査を行っ

た。この結果，Ｕ本海溝nii緑の顕著な変動地形である三

陸海底・ 付近ａ 外にも，変動地形がいくつも存在するこ

とが1引らかとなうた。このうちのいくつ かは，現在の海

雌面に断咽崖として現れていることから，最近の地貿時

代の地震斯層であろうと考えられる。 この11」で最も顕著

な り＝７ メントは，水深4,000 ～4,300m 付近にある最上

位の平坦面である「深海平坦面（Ｍｉｄ Slope Ｔｅrｒace）」

（岩洲義郎
≫ 1968,

以 下本論で はＭＳＴ と記述する｝を

なしており. ＭＳＴ以外にも断屈と考えられるりエアメ

ントや地柵り等の，履近 の地質時代における変動地形が

多 く存在することも明らかとな。た。

1994 年12 月に， 三陸沖の日本海淘陸鯏斜面を震火と

する， 三瞳はるか沖地唳（M7.6 ）が兇生した。その震源

は10km 以 洩とかなり浅 い（仙台管区 気象台，1995 ）

こ とから，淘底面に地震断哂が出現している可能性があ

るものと考えられた。 さらに， 三陸はるか沖地震発生

後, MST において行 われた深層流や跼度等の観測によ

れば，一時的に海底が濁-うたことが観測されており（縮

田，1995 ）， 余震城において地滑り等 の海膿の変動が発

生した可能性 もある。

このため，三陸沖日本梅溝畦側斜・ の地形と地貿。特

にＭＳＴ 付近に認められるリニアメントの調査と。海雌

地柵りｉ の三陸はるか沖地震に伴う海底の変動を明 らか

にするとともに, MST に設置した淘底観測棣2S （海底

地震al･）の状況を調 在することを目的 として，「しんか

い6500 」 のdiｖｅ＃276， 毒276 の潜航調査が行われ た。

本小文では， マルチビーム測深デ ータに基づく三陸沖随

側 海満斜 面の 変動 地形 と，「しん かい6500 」 によ る

ＭＳＴ の地形・地質調査の結果について報告する。

２． 三陸沖海溝陸側斜面の地形

水銘部測lll船「|りl洋亅 のマ ルチビーム測深に基づき作

成 されたこ二陸沖|二|本而涓陸 飼斜ｉ の海11 地形閥 を図１

に， また， 主な地形要素を図 ２に示す。 海底本海域にお

ける海底地形は， 水深4,000 ～4,300m 付近にあるMST

を境として，11 部斜面と下部斜面とに分けられる。 十｡部

斜而は比鮫的起伏が小さく。繝傾斜であるのに対し。ド

部斜iiには急諞が発達し， 陶雑な地jS となって淘満底に

ぞ る。F. 部斜liiでは， 地彫は比較的ll急調であるものの，

かすかにN40 ゛E とN20 °Ｅのりこア メントが認 められ

る。･ 一方。 卜部斜liiでは Ｎ ｓ．Ｎ２口゚Ｅ，N40 °Ｅのり二
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アメントが顕若である。

上部斜面に認められるリニフメントは，八戸堆頂部や

その朿II』，宮古淘丘南鰾に認められる。なお，その走向

は，柵円形の底面をもつ宮古淘丘の長軸の方向とほぽ一

致している。八戸堆では，頂部に比高50～100m の地溝

が認められる。

騒岡（19&5）は，日本淘溝陸側斜面では，伊豆・小笠

原海渭などほかの海溝斜面と比べ，海底谷がほとんど発

逹しないことを指摘した。 今回作成された海底地形図

（IS11）を見ても，顕著な海底谷は八戸堆の東北東に認

められるものの，これ以外に大きな梅底谷は認められな

い。しかし，小さな海底谷はいくつか存在することがわ

かる。八戸堆と宮古海丘との間の小さな海・ 谷系は，一

つながりとなうて流下するのではなく，水深2,100m 付

近で不明瞭になり，水深2^00  m付近から裂れ。水深

3,000m 付近で再び不明瞭とな･ｺて水深3,200m 付近で再

び現れる。海底谷が途切れる場所は，ちょうど宮古海丘

の背剖仙の延長上と，海溝に【alかって張り出す小さな尾

根と尾根を結ぶ線上に位置している。

上部斜面には，馬蹄形の崩壊地形が何か所か認められ

る。このうち，ＭＳＴの直上にあるものは，輜4km ，奥

行き7km ，淆落した瓸の厚さは50～150m である。

ＭＳＴより下の陸鯏斜而には, N-S,  N20'°ｗ，N20 °

Ｅ、N40 °Ｅのリニアメントが認められ，これらが何段か

の平坦ｉ をなしている。このリニ７メントは。必ずしも

日本海溝の洵濤幢の方li･l（N10 ’ｗ）とは一致せず，む

しろ太平洋プレート上面に認められる地満・地ａ の方向

と調和的であることから。小川・小林（1994）は。下盤

側のÅｉ 洋プレートの地牌部分に上憫鯏の贐側海溝斜面

をなす地殻が落ち込んだため，太平洋プレートと同1:傾

向のりニアメントを示しているのではないかと指擒廴て

いる。

下部斜面の平坦面は顕著な1リニフメントで塢されてお

り， 人きく見ると，6ぶ）0～6.3001111，4μ0 ～4.500m

面｡5,800 ～5,500mi に分けられる。 ただし，5別o～

5,500m 而については40°Ｎ以南に限られ，また，その

地形トレントも方向性に乏しい。下部斜iiの平川1扣で

は，ヽli坦面の洵涓鯏前縁に小さなパーが認められるもの

が多い。これは，陸棚及び上卸海溝斜而に巾来する堆破

物がＭｓＴにトラップされてしまうため。ド部斜面の平

llijでは堆積物の充墳が延まず。海溝側に小さな･ －゙と

して残しているのか。あるいは。変彫の通度が坩Ｍ通I霓

よりも人きいために｡ ’1りH.iiのIM& にパーが形1戉される

のか，あるいは1111名･が枚合廴た理山によるものであろ



IｘI I　=, 随SI･ll 本 海 溝 陸 伽 刺 凾iの 廊 』』り1 彫 。・ 深 匐 間 隔20m

Fig ，｜'｢opo ≪raphy cl I  he landward slope ,Jr ｌｋ Japan Ｔrｅｎｃｈ､ !XrrSalll･ikl｣.Ｃりnioitr inter､･al  is 20m.

うヽ りlj.jfliの卜I瀉側の斜面は忽雌とな・ でおり、崩壊地

形かしばしば忽められる、

3

３．「しんかい6500JDi りｅ＃275. ＃276 の結果

199が|二･12 jjにｔl 汢 たj.陸Cj るか沖匍震（M7.5 ）は，

低 角 逆断 層 聖の地 震 と 考え ら れ て い る （1111台 管I）く気 象

台，1995 ） か ， その震 源 の 深さは10km と か な り 戊い．

震 源決 定 の船度 のIHI匐 は あ る が， この付 近 の 水深は4 ～

5klll な の で． 曜 飢lj 海 底 卜徹k111 に 位 置 し ｒ いる こと

にな る　 蕀1測 ・村|||｛1992 ｝ が 指摘 するよ うに．陸 動』斜

JAMSTEC J, ０ａ●ｐ Sea Res. 12 111j96 ｝



図2 1･ﾐ 陸 沖|| ぷ 潟 満 咄 鉗 斜【liの 地 彫 要 素 。 Ａ-BEI 図 ４ の. C-DEt 図 ５ の プ ロ フｙ イル の位 置 を 示 す． 諞 丸 はI  POD に お け

る 如 削 地 瓦 賣 甲 は 主 な 地 祠 のCi 臾 を ， 太 線 は Ｅな 地 形 り４ ７ メ ント ， 岐匐 は 海 底 谷 ． 点 鍛 は 地 滑り 地 形 を ． 眇rl の エ

リ アは 東 北 人 学 （1995 ） に よ る1984 ｛|!IFi 佃|まる か 沖地 震 の 余簔 域 を ． そ れ ぞれ 示 す

Fig. ２ Topographic elements ｏr ｈｅ land､uarct  slope ｏｆ ｌｈｃ Ｊａｐｉｌｌｌ Trench,  off Stinriku.  A-B ａｎｄ C-D indicate  llie

localjoll of lhe scismic ｌr・£k lines in Ｆｉｇ， ４ and Fiji. 5.  respectively.  Star ｌｌａrkｓ : epicenter oI lhe S 脾ａｌ

eartilquakcs in ihe area ｓｉｌｃｅ 1896.  black cir ｃｌｅｓ ； ｄｅｅｐ sea drilling silcs ｂy IPOD. lick 1111e ｓ : topographic

lineament,  broken ｌｉｎｅ: ｓｕbm 酊iｕｅ canyons or ｙalleys､ ｄｏＵｅｄ line : trcaces of landslide. halched ar ｅａ: ｓrlcr

schock area c1 1994 r ａr･ｏＩ Sanrikv earlqtiakc.

図 ３にDivc#275 の航跡を示す。 深海平川面の外緑

をなす品 まりの|肓縁の急・ 脚部にａａ した( 着底地点:

40°09.8'Ｎ，144 °02,2'E，4,505m) 。 虚の御 部では生物

阯は多 く。 シンカイコシオIIエピ， イソギンチi･ ク。巻

き貝等が多数哇息 廴ているほか，合弁したナギナタシロ

ウりが４の貝愚が敵在していた。

崖は砂岩と泥肖 の互捫からなる。Iド部では地層の傾斜

は軒しく( 恐らく45 °以ll)｡ 人睨摸な露頭とな ってい

るが｡111 の.IXs に向 か｡ て次第に泥で蹤われた平坦而が

忽められるようになり。地IIMの傾斜も綏くなる。写,al

に泥岩の磁ilj･･μi を示す。穐lyrの露頭からは２地点( Ｒ

面下部に スラ ス｝帯が存在し，これが今回の 三陸はるか

沖垉震とも関係があるのであ れば。この スラストから分

岐した副断層として，さらに上部の健側斜而に も断jM が

窈山しているのではないかと考えられた。この ため，震

臾に近い ＭｓＴ 付近において，地震断層や崩壊等の新し

い 変動地 形を観 察で きるIll能rliかあ る。|･ 廴んか い

6500 」による|）iｖｅ＃275 （観察ａ：術淵洋）。 ＃276 潜

航（観察者：海宝||･|佳）は，これらの変動が観察 される

可能件のあ るＭｓＴ 川辺において行われた。Divc#275

は ＭｓＴ の前縁をなす２.11ﾐの脚部に, DiveHfZ76 はMST

Ifflに淋航Ｌた。

JAMSTEC J. Ｄ●●p ｓｅｓ Ｒ●s.｡12 c19951



図3 Dive ≫275 にお け る 航 跡 と 献 料 探 取 地｡叺。 等 深 線IR』隔 は20m

Fig,  3 Truck 】ｉｎｅ arid sampling sites ｏr Ihe dive ≪27S. Con  lour interval is 20m.

l，R2 ）においてin situ で試料を採取した。 これにａ

まれる1･l輝と放散虫の分析を。北海道人学の嶋ｍ智恵子

t専|:に依頼して行った。産山する珪藻と放散虫を表１に

示す。

RI ，R2 から産する珪藤化石は，Ｋｏｉａｊｍｉ（1985 ） の

Aclinf*りご鈿s zone （1.9-0.９Ｍａ） ない しRhizosoJenia

curuirt･stris zone (0.9-0.3Ma) に 対比さ れる。 なお。

崑出するμ 藻化石は，Xlac紲ｎ］sira frugilisやNilzschia

grunowii など，而水に付著する生活型のice algae の頻

度が高く， また, Sancetla  (1982) などによ。て太ｆ

洋高緯度海峨の表屑堆積物から産出が報告されている拓

も多数含まれている。このことから，RI ，R2 の・ 岩が

堆積した|ISJU』には，E 陸沖は晦氷が作在するような寒冷

な環鳩であ りたと推定される。

趨の11 部になるに従い。地層の傾斜か小さくなり城頭

も鍼ってくるこ とから，急畑|掏池まで戻り，猖の走11jlと

小さな角峻で交わるように航走した。燿の胸部には蔚底

点付近と闘禄に， ナギナタシロウjJ ガイの口殻が散在し

ていた｡ 貝殻は介弁しており，また.ll 殻のぷ1哨こは成

艮線 も残されている。この付近における現在の炭酸塩消

失深陵(CCD) は4,000司 より浅いと考えられるので，

シロ ウIJ が４の=1ロニーが滅びたのはさほどlll‘い時代の

ことではないのかもしれない。

畑の巾腹の泥で覆われた斜甬iの上には， 亜角礫がしば

しば載っていた。 このうち２地点において亜角礫を採収

した(R3,  R4) 。R3 はデイサイト貿凝灰岩，R4 はデ４

サイトであ-i た。 鉅角暉はかなり傾斜の人きな斜而で

あって も，礫の霜 川の泥の海底にはローり冫グトレイル

などは認められなか。た( 写真2) 。 また，調 在した範

囲では， 廴部斜liiから新たに涜れてきた土石渣堆積勧や

新しい燦錐などもー･切認められない。 本地点はｙ年前に

宛生した二陸は るか沖地震CM7.5) の震央から|蛔こわ

ずか25km の位置にあることから， 海底で も人きな震

働かあ，たものとy 想` されたか， 不安定な位畝にある亜

角礫に転勤の痕跡 すら,認められなかｰ, た。 海底における

震動は心外に小さかったのかもしれない。

1〕iｖｅ＃276 は ＭｓＴ の･II臾付近に涓航 廴た(71 底地点

:40 °08.2'Ｎ，14:ｒ59.1'E ，4,219m) 。 海底は｀Fjl!で1ｿい



表I Div ｅs275 において探収した泥岩から爬する珪藻化石

Tabic ｌ　Diatoms rrｌｍ mudsione& collected during ihc

dive S275.

泥質堆積勧に・ われており，観察した範囲では，洵底面

における亀裂や喰眇。 変色域等，新しい時代の変動に1刈

する痕跡は一切認められなかりた。なお，本潜航は海底

地震a･|･の設置状況の調査を主たる目的としており，潜航

調査中に海底地震計が浮上したため，周辺餓の地形・地

質調査はあまり行っていない。

４．考　　 察

ｍ 三陸沖陸側海溝斜面の変動地形

海底地形から読みとれるりｓフメ ントは. MST より

海満側の地域が顕著である。中村・島崎（里981）は，プ

レートの力学岐界は。物質境界たる海溝から陸側斜面に

li】かりて。 ある幅をもった傾城で存在することを指摘し

た。 リニフメ ント が発達する ＭｓＴ より下部 の斜面は。

プレートの力学境外域に相当することになる。 ただし，

下部斜面にくらべ頻度は少なくなるものの。上郎斜面に

もり二７ メントが存在することは，変動（変形）は主に

洵満前緑で起こりているものの，上中 部斜面において も

活動度は低いが，変動が起きていることを示している。

斜面の上部，八戸堆の頂部には地溝が見られる。 シン

グルチャンネル音破探査（図4 ）によれば，八戸堆や宮

占海丘における最上位の眉は，堆の周緑に向かうにつれ

て巵厚を増すことから，これら商まりにおける隆起運動

閃 １ 八 戸 堆 に おけ る シ ン グル チ ャ ン ネ ル ４波 探 代記 録 岐 び解 釈l呱 沖 野 ほ か(1995) に よ る

Fi≪. A Ｓｉｎｇｌｅ ｃｌｌａＴｍｅｌ ｓeiｓmic l)l･'ofilc on I  he Itachinolie lMnk and its 1111e dl･owing. The line i ｓ ｓl丶ｏｗn in  Fig.  2,

(ａrtｃr Ｏｋｉｎｏ 01 al..1995).
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は，最上位の眉の堆積時に継続していた迎動であること

がわかる。 八戸堆頂鄒の地満は， 隆起に伴って司部の最

上位哂が引 き延ばされて生じたものと考えられる。八戸

堆 の東斜ii で行わ れたIPOD における深海掘削（site

438 ）を参考にすれば， 八戸堆における最上位の哂は躄!

新統に対比される。 したか。て， 八戸堆の陛起は第四紀

を通じて行われ， 頂部の地溝は後期更新世ないし完新|!t

に形成されたものと推定される。

本海域では海底谷は顕署ではないが，小さな拘匠谷が

八戸堆と宮古堆の問に認められる。こ れは。 一続きの谷

として流下するのではなく，途巾 ２か所で分断されてい

る。一般に海底谷は現在も継続している瑞地形運動によ

り造られたものである。従って，海底谷が分断されてい

るというこ とは。淘底谷を分断する造地形運動も現在も

継続していることを示唆する。両堆の間の海底谷が途切

れる部分のうち， 上部は宮古堆の俥ぴの方向の延艮部に

位置し，下部のものも水深300m 付近から海溝にli］かっ

て張り出す小 さな尾根と尾根を結ぷ線に位岡している。

海底谷の流路が途 切れているのは，宮古廊丘やli述の足

很の隆起に伴い，海底谷の流路がふさがれたためであろ

う。 音波探査とＩＰＯＤ による対比から考えて， 宮占淘丘

の陂起は八戸堆と卩|様に， 第四紀を通じて行われたと推

定される。 陸棚斜面にあ る海底谷は。一般に現在も谷を

造る営力が働いている。 しかし。八戸堆と宮占淘丘の閧

にＱ置する海底谷が途 切れていることは，これら臨まり

においては現在 も隆起 が続いて いるこ とを示唆 してい

る。 八戸堆だけでなく，宮 占堆や深梅平川面付近に張り

出 す尾根は， 現在 も隆起を続 けている ものと推 論され

る。

なお。深海掘削によれば， 三陸沖のll本洶洶陸側斜而

においては， 占第三紀 の終 わり頃に人規模なデイサイト

質の火山 活動があ ったことが知られている（奈須ほか，

1979;  von Huene ct ａｌ｡1980 ；藤岡ほか｡1983  ;など）。

Diｖｅ孝275 においてデ イサイト礫が採取され たことは，

上部斜【Iliにおいてデイサイトの廝頭か形成されている可

能哇も考えられる。堆や16扣の隆起に伴い，･ド化のli準

が露出するようになっているのかも匐|れない。

12｝･.Iﾓ陲はるか沖地震に伴う変動

1994 年に 発唯した 二唯はるか沖地膿（M7.5 ）は死老

３名の肢･,11を出し｡･･｡ 陣沿岸池において小さな津波が観

測された，こ の地膿の震源は海溝の近く極浅く。地ａ の

メカニ ズムはｉ 内JIE縮 の逆断酒欒で（11｛|台竹IX 気象台，

1995｝，内に傾きドが｡, た余震域を持っ（仙台管|）く気象

台｡1995: 以北人･？， 】995:」ﾋ海道人学 ほか， 】995）こ

とから，プレート墻Ｗ型の地震であると考えられてい

る。この地震の余震域（図2 ）は，これまでＩＰＯＤによ

る掘削調査や潜水調査船による調査が行われている海域

に相当し，本震や余震のうちのいくつかは濠さが10km

以浅とほぽ海底に近いことから，断麪面の一部は地震断

層として淘底面に現れている可能性が考えられた。

また，淘底地形【同（）11）によれば. MST より上部

の陸側斜面には，地滑り地形がいくつも認められる。三

陸はるか沖地震発生後，余震域に位覦するＭＳＴ 上にお

いて行われた深剋流や濁度等の観測によれぱ，一時的に

海丿戉が濁うたことが覬鏈』されており（堀田｡1996 ），乖

震域において地滑り等の海11の変動が発生し. ＭＳＴに

向かって流下した可能性も考えられた。

しかし，潜航調査の結巣，淘底には亀裂や哨砂，変色

蛾，新しい朗壊痕などは認められず，また，20°以上の

傾斜をもつ斜而の途IIIにある亜角礫にも，転勤を示す

ローリングトレイルは凋査した髱|剔では全く毘められな

かった。このことから, M7.5 の地震の震央からわずか

25km の地点において，震動はそれほど人きくはなかっ

たと考えざるを得ない。

三随沖の日本海涓では，歴史時代に何度も巨大地震が

発生している。現従の三陸沖陸側創而の海底地形を見る

覿り，海底における地滑り等のｉ 埴地形はしばしぱ認め

られる。深海においては。新たな崩壊により痕跡が消さ

れない諞り，老|当長期|即こわた・て地形か保存されるで

あろう。それにもかかわらず，数百年毎に発生するLI人

地震の発生頻J変に比べ，海雌に認められる崩壊地形の数

は月ﾓ倒的に少ない。Ｍ?｡5とプレート岐界型の垉碪とし

ては規模が小さい1994 年三陸はるか沖地震において，

震臾付近の海底に顕著な海底面の崩落や地滑り等が認め

られないことは，むしろ当然のことかもしれない。

｛31 深海平坦iij <Mid  Slope Terracc)

Ｅ陸沖EI本海溝の海厩地形図（|矧I）からは断層と考

えられる11二７メントがいくっか認められる。このう

ち. MST の前秘をなすパーのリニフメントと， 二1陸海

底崖をなすリニフメントが最も穎著なものである。

前者はＭＳＴの成閃と密接にlll遽している。これにつ

いては, Cadet et al. （j967），Λubouin  (1989),　von

Huene and Culotta （j989）らは。陸鯏斜面にIE断肋を

考え厂ド盤餬（海糾傭）が1111転・傾勣したため ＭＳＴの

前縁をなすパーが形成され，そこに斜jij 11部に巾来する

堆積物が充駟されたため ＭＳＴが形成されたと解釈して

いる。この燭介，ＭＳＴのI洵縁をなすパーを形成するド

ライピングフォーＸは｡･,11ら嶝ﾉμこよる。したが。て。



図 ５ 三 陸 沖 日 本 海 溝 陸 胼 斜 薗 にお け る マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 波 探 査記 録(ORl-4) 及 び解 釈 圀。 ｖｏｎ Huene and Culotla

（1989 ）に よ る

Ｆｉｇ.5 Multi-channel seismic profile (OR-4)  and it ｓ line drawing ｏｆ the landward slope ｏｆ tｈｅ Ｊａｐａｎ Trench, 0ff

Sanrik ｕ（altｅr von Ｈｕｅｎｅ and Culolta, 19a9 ）｡

ＭＳＴ の前縁をなすバーは， 随側海溝斜而のブロフフ･f

ルを延艮したものよりも位置エネルギーが小さい所にな

ければならない。しかし， マルチビーム渕深に もとづ く

地形図やvon  Hucne and Culotta （1989）の音波探査断

面（図5 ）では, MST のli 縁をなすパーは， 斜面の延

長よりも上方に位置している。 また，ｖＯｎ Huene and

ＣｕIottａ（1989 ）による音波探 査記録及 び解釈図では，

ＭＳＴ の下には，下雛側の地塊を鯔勦させるような リス

トリ･y 夕な断層は全く認められない。 以上から, MST

の前縁をなすパーが， 正断層とこれに伴う回転・傾勁だ

けで形成されたとは 考えられない。

潜航調査の結果，ｆ 川而の緑の急jjt部では， 砂岩・泥

岩互駟の露殖が観察されること，これら地麪は 下位同 は

晦溝側に向かって 著しく傾斜しているか，上位哂では傾

斜は比較的小さくなること， 急坦の脚部には庇植生物の

liiか比較的多く， また， ナギナタシロウリガ４のＵ 迦も

JAMSTEC  J. Da≪0 Ｓｅｌ Res.｡12119963

図 ６　 二陸沖1･1本海溝陳謝梅溝Ｍ而の模式図

Fig.G Schematic of t ｈｅ ｌａｎｄwａrd slope Ｑｆ the Japan

Trench,  off Sanriku.

散化していること， 等が明らかにされた。 シロウリガイ

は断６に伴う冷湧水と密接な関係があることが，多くの

のl究者によ って指摘されている。 今回 シロウリガイの貝

般 が認 めら れた地点 につ いて は, von Huene and
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Cｕlottｌ （1989 ） に よる音 波探査記録を よ く見 ると，西

落 ちの逆新・ が存 在 するよ うに も解釈 で きる。 ナギナ タ

シロウりガ イが少 な くと も最近の時代 ま で棲息 していた

ことは，急燦 の脚 部に 匍!下 から冷湧水 が絞 り出 されるよ

うな断層，お そら くは逆断 層が存在 す る可 能性を 示唆す

る。

三 陸海底崖に つい ては， どのよ うに して形成 されたか

は 議 論 の あ る と こ ろ で あ る。 村 内 ほ か （1979 ），

Ａｕbo ｕin （1989 ），ｖｏｎ Ｈｕｅｎｅ and ＣｕIotla （ 星989）

は ， 三睦海底 崖を 正断層 起源の崖 と解 釈 し， こ こでは大

規榎 なタ クトｘ ツクェ ロージ ョ ンが生 じ てい る ものと考

え た。一方， 藤岡 ・村山 （1992 ） は ，ご 陸海症庠 付近 に

ナ ギ ナ タシ ロ ウり ガ イの群 集 か線状 に 分 布 す るこ と，

von Huene and Culotta （1989 ） に よ る音 波探査 記録 の

独 自の解釈 から三陛 海底疸に シアソ ーｙを 認 め。 三陸 海

底 忠が 逆 断 盾起 源 であ る と椎 定 し た。 その後 の調 査 で

は， 三陸海底崖 におい て断層 角礫岩か らな る露 頭が観 察

され （小 川 ほか，1996 ）， 三陸海 底 崖 が逆新旭起 源 であ

ることを示唆 する結 果 が絡 られている。

以 上から，三 陛沖哇 側斜 面につい て模式 的に解 状 した

のが図６であ る。Di ｖｅ＃275 に お いて認 められ た。 下方

に 著しく傾勦 し た砂 岩と泥 岩の互層は，断 層に伴 う撓 曲

であ ろう。逆断層 の圧縮 に伴 い絞り山 され た水 が ナギナ

タシロウ リガ イを 肓 んだ のではなかろ うか。 現在 棲息 し

て いる シロ ウりガ イ の=コロニ ーが認 め ら れなか 。たこ

と，1994 年12 月 の 地 震の断 哂 が この地点 では地 表而 ま

で到達 しなか ったこ とは， この地域の活 助度 が。 プレー

ト の力学 境界 であ る洶 洶 の前縁付近より も小 さい ことか

ら考え て矛盾はな い。

なお. Dive ≪275 の 鹵70km の Ｍ ＳＴ に お い て行 わ れ

たIFOD の 掘 削 （site 440 ） に よ れば 。 更新皀 に な って

堆積 速度 が急に 人 きくな ったことが明 らかに され てい る

（ｖon f-luene et ａｌ･， 1980 ； 蔬 岡ほ か, 1983) 。 今 凹，

ＭＳＴ 鵬縁 の急 崖におい てin sit ｕ で 採取 された泥岩 は，

μ 陥化 石によ ればli 期 な い し･II刑 吏 斯|ltに 対 比 され る。

ｉ 新|!りこな って ＭＳＴ にお け る堆励速 度が急速 に な った

とい う こと は. MST  i>7≪ の パ ーの 形成 は， その時代 ，

すな わ ち史釿jl!の 初 め頃に は既に 始ま ってい たと考え ら

れ， 今|･･|の 徼 化 石に よ る対比 とは 矛盾 し な い。 逆 断 層

（撓|||り の 形成 に俘 って| こ盤 側が隆 起 し， 隆棚斜iai.I･｡部

に 山 来 する堆積物 がト ラ･｡ プ された，ま た。 合わ せ て断

層 運 動 の た めに ，斜 面 が不安 定 に な っ て斜ifii崩 壊 が進

み，ＭＳＴ にお ける堆 秘 速度 が 人き くなｰ, た も のと推 定

され る｡

y冫

５．ま　と　め

・三睦沖深海平坦面では，洶洶付近にくらべ規模は小さ

いものの変動がある。

・深海平坦面は逆断層によって鮮新世の末ないし更新|!!

の初め頃に形成されたものである。

・1991年三陸はるか沖地震の震火から25  kmの海底は。

意外に静穂であったらしい。

・当謎海域には地滑り地形がいくつも認められたが。本

地域における巨大地震の発生の頻度に比べるとはるか

に少ないことから考えて，大規模朗朗を引き起こすよ

うなイベントは極めて希であると考えられる。

剛　　 辞

本研究を進めるにあ たり，海上保安庁水路部測朧船

「明洋」乗紅員の方々，・ 洋科学紋術 センターの「しん

かい6s00 」連航 チームの方々，「よこ すか」 乗組貝の

方々には。 現地調査作業において大変お世話にな。た。

また，海底地形図の作図処ａ!は海上保安庁水路郎ill野郷

子氏をはじめとする海禅調査課の方々に，採取試料の分

析にあたってはジオサイェンス株式会社揶玳博士にお世

話になった。況して感謝する。
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（注）写典は次ページ以降に掲載
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写良 ｌ 泥岩露頭の写真

Ｐｈｏtｏ １ Outcrops of mudslone.

町 真 ２ 急 な 斜 而 のjl に 載 る 亜 角 礫 。 周【用の 泥 に は転 助 の 痕 跡 は 認 め ら れ な い

Photo 2 Sub ａｎｇｕ】ar ｃｏｂｂｌｅ ｏｎ ｌｈｅ sleep slope. Ｎｏ rolling (rati ｏｆ I he cobble ｏｎ

ｍｕddy slope is recognized,

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ R≪s.  12 (1996)
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